
会長挨拶
　皆様こんにちは。本日午前中、浅野
会長エレクト・佐々木幹事と一緒に医
療ケア児施設ヴォーチェ様に行ってき
ました。先週お話させていただいた通
り、地区補助金を利用しての医療的ケ
ア児保育施設へ支援プロジェクトを
行ってきました。本来なら会員の皆様
で、施設に伺い、実態を体験しその支

援に対する理解を深めていただきたいところですが、この
度は、コロナ禍の中で施設からの要請もあるため、３人でリ
ハビリ専用椅子バンビーナチェアー一式を寄贈してきまし
た。９月６日の例会にてヴォーチェ様に贈呈式を行いますの
で、ご了承していただきたいと思います。さて、今日は月に
一度のシリーズ文具四方山話をしたいと思います。今回は
お寺や神社に持っていくのし袋についてお話しです。お客さ
んからいろんな質問をされます。

１．葬儀の時なぜ御霊前て書くの(亡くなっても四九日迄霊
としてさ迷っているからです。)例外として、浄土真宗本
願寺派と大谷派は無くなってすぐ仏となるので御香典・
ご香料または御仏前と書きます。

２．なぜ薄墨で書くの(硯に涙が入って薄くなった・急いで
お伺いしたくて、硯で墨をする時間も惜しいため)

３．黄色白の水引はなんなの(関西や京都及び北陸地方で白
黒の代わりに使われます)

４．浄土真宗の報恩講と永大経はのし袋になんて書くの(志
と書き右上に報恩講と記載します。永大経も同じで両方
との紅白の水引です。)

５．神社に祝詞のお礼をもっていくときなんて書くの(初穂
料・又は玉串料と書きます。)玉串とはサカキの葉のこと。
また、神社の葬儀には蓮の花が無い仏のしで御霊前又は
玉串料と書きます。キリスト教も蓮ナシでお花料又はご霊
前です。以上で会長挨拶を終わります。

－ 常任委員会及び小委員会活動発表 －

幹 事 報 告 佐々木啓充 幹事
本日は５点ございます。
１．８月２日㈫は移動例会となります。18時30分よりパレスグランデールに
て夏祭り家族例会を開催致します。現時点では開催する予定ですがコロナの
感染状況により万が一中止の場合はFAXにてご連絡いたします。

２．上期会費の納入期限は今月末の７月31日となっております。よろしくお願
い致します。

３．８月23日㈫は　いばら木さんで「夏バテ解消！うなぎを食べる例会」とな
ります。次週出欠確認のFAXをお送り致します。ご返答よろしくお願いいた
します。

４．次週７月26日㈫は定款に基づき休会となります。
５．本日例会終了後、臨時理事会を開催いたしますので理事の方は会場にお残
り下さい。

　ニコニコBOX　丹野　善将 君
金田　亮一君　青少年奉仕の計画発表いたします。
熊谷　昌和君　本日、ヴォーチェさんへリハビリチェア贈呈してきました。

委員会報告

合同会社ヴォーチェにリハビリチェアを贈呈。

本日のお料理本日のお料理

伊勢　和正君　来週、最低賃金の件で意見言ってきます。
浅野　裕幸君　会員増強の計画発表します。
稲村　佳宏君　国際奉仕の計画発表します。
谷口　義洋君　奉仕プロジェクトの計画発表いたします。
奥村　健二君　ロータリー財団・米山奨学会の計画発表いたします。
寺﨑　利彦君　ロータリー財団の計画発表いたします。
大久保章宏君　米山奨学会の計画発表いたします。
長沢　一好君　長中期検討委員会の計画発表いたします。

冷やし台湾まぜそば

第2351回例会 2022-７／19（火）天気（雨）

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：渡辺　　崇 君
点　鐘：PM 12：30　熊谷　昌和 会長 ロータリーソング：「我等の生業」
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「人と人のつながりの中で
　　　　互いに学び成長していこう」



本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
メークアップ
された会員

５０名
５５名

２６名
４４名 88.00％５０名

※本日の結果は２週間後に報告　　※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

会員増強委員会
委員長　浅野　裕幸 君　

　今、クラブ内ではベテランの会員、中堅の会員、新人の会員のコミュニケーションが新
型コロナウイルス問題の影響もあり希薄になっています。会員同士がコミュニケーション
を取り、ロータリーの意義や山形南ロータリークラブの伝統を継承していくのも、退会者
を防止する重要なことです。

①　クラブ発展のために会員数純増３名
　会員増強小委員会が中心となり、職業分類での未入会職業の開拓や、入会候補者の
勧誘、お試し例会の開催など、会員純増３名を目指します。

②　クラブ活性化のために新人会員育成
　ロータリー情報小委員会が中心となり、ファイヤーサイドミーティングなどで新旧会
員のコミュニケーションを深めるとともにロータリーの意義、山形南ロータリークラブ
の伝統などを新人会員へ伝え、会員基盤を強化します。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　谷口　義洋 君　

　奉仕プロジェクト委員会は５つの委員会で構成されている。熊谷会長の「人と人のつな
がりの中で互いに学び成長していこう」とのテーマを念頭に、各小委員会の枠を超えた
“つながり”を大切にし、さまざまな奉仕活動を通じて人としての成長を目指し、新たな半
世紀にむけて活動を心掛けていきたい。

社会奉仕小委員会
委員長　伊勢　和正 君　

　ロータリークラブが行う社会奉仕活動は、地域社会において広く認識してもらえる活動
であって、クラブの公共イメージの向上にもつながるものでありたいです。
　その意味で今年度は下記の事業を計画しておりますのでご協力のほど宜しくお願い致
します。

〈活動計画〉
①　日本ALS協会山形県支部様への助成を行います。秋口に会長、幹事、他会員と一緒に

山形県支部様を訪問し援助金を贈呈致します。
②　50周年事業で助成金を贈呈致しました医療的ケア児支援施設「社会福祉法人ヴォー

チェ」様に今回は介護用の椅子を寄贈致します。９月６日㈫の例会に代表の佐藤奈々子
様を招聘し贈呈式を行いお話をいただきます。

③　広く社会奉仕活動を行っている方をお招きし、卓話をいただく予定です。

日程などはプログラム委員会と打ち合わせを致します。

国際奉仕小委員会
委員長　稲村　佳宏 君　

2022~2023年度委員会活動計画発表
〈国際奉仕小委員会〉
・世界観をロータリアンとして学び、見識が広げられる機会と実際に国際人として活躍し

ている方の卓話の依頼(COOL JAPANを含めて)と運営をお願い致します。

■熊谷会長より各委員長へのお願い
　創立50周年でのクールジャパンが皆さんのご協力で、無事に終わることが出来まし
た、本当に感謝致しております。ありがとうございました。
　50周年が終わって２ヶ月半経ちましたがまだ切り替えが出来てない状況です。
　ロータリーの年度変わりで６月からはあわただしく、新年度の活動計画書提出、と第一
回クラブ協議会、今日の発表。前年度は最終クラブ協議会、報告書提出等々でした。
　でも、クールジャパンもこれで終わりという事でなく通過点と思い50周年でのクール
ジャパンをpart-11に、熊谷年度では、「COOL JAPAN山形を語るpart-12」として検討
し、考えましたが会長いかがでしょうか?
　毎回同じなんですが、ゲストあってのクールジャパンですので、ゲストの紹介宜しくお
願い致します。
　年次予定表では令和５年３月14日が「COOL JAPAN山形を語るpart-11」担当例会日
です。

青少年小委員会
委員長　金田　亮一 君　

　今年度、熊谷会長は、「人と人のつながりの中で、互いに学び成長していこう」をテー
マに掲げられました。
　各小委員会の枠を超えた「つながり」を大切に、新たな半世紀に向けて進んでいこうを
念頭に奉仕活動を進めてまいります。
　本年度もコロナ禍の中で今後の活動に不安が残りますが、会員の皆様のご協力宜しく
お願いいたします。

〈活動計画〉
○　山下会員の金井幼稚園の園児と一緒に、伝統野菜である「悪戸いも」の収穫を通し

て、「悪戸いも」のことを知ってもらう。山形ローターアクトクラブとの共同奉仕活動
として実施してまいります。

　日　時　令和４年10月22日㈯
　場　所　山形市村木沢　あじさい営農組合の圃場（荒天時　ビニールハウス）

ロータリー財団・米山奨学委員会
委員長　奥村　健二 君　

　米山記念奨学会は60年以上の歴史をもつ日本のロータリー独自の国際奨学事業です。
　日本に在留している外国人留学生に対し、日本全国のロータリアンの寄付金を財源とし
て、奨学金を支給し、支援する民間の奨学団体でもあります。また、ロータリー財団は
『世界でよいことをしよう』（Doing good in the world）というロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平
和を達成できるようにすることです。
　崇高な目標ですが会員皆様のご理解を得るように努めて目標額を念頭に活動にご理解
をお願いいたします。

活動計画
〈ロータリー財団〉
１．年間目標一人当たり「150ドル」として、10月から募金活動を丹念に行います。
２．11月の「新そば祭り」例会当日に全員の目標が達成できるように根回しを行い準備

する。
３.また、11月のロータリー財団月間を有効に活用して募金活動を広報していく。

〈米山奨学会〉
１．年間目標一人当たり「15,000円」の募金活動を行います。
２．11月の「新そば祭り」例会当日に全員の目標が達成できるように根回しを行い準備

する。
３．10月の米山月間を利用して例会時に広報告知していく。

ロータリー財団小委員会
委員長　寺﨑　利彦 君　

　山形南ロータリー会員は年間一人当たり150ドルをお願いします。
　10月の例会より募集を始めます。皆様には11月の新そば会（11月29日）まで納付を完
了して下さる様にお願いします。

米山奨学会小委員会
委員長　大久保章宏 君　

　山形南ロータリークラブでは、1994年～1996年マレーシアからの奨学生陳志輝
(チン チー フェイ）さんを武田和夫会員がカウンセラーとなり世話クラブを引受けまし
た。以来今日まで13名の奨学生の世話クラブを担当し、国際奉仕、人材育成に努めてま
いりました。この事業は全て全ロータリー会員の寄付で成り立っています。
　今年度佐藤孝子ガバナーは、一人当たり15,000円の寄付をお願いしています。熊谷会
長はガバナー方針を受けて、山形南ロータリークラブ会員一人当たり15,000円をお願い
しています。クラブ委員会として目標を達成するため活動して行きます。

〇米山奨学事業について理解
〇会員全員で目標額（15,000円／一人）達成する
〇米山学友会について理解と支援
〇地区米山事業への積極的会員参加の促進
〇米山卓話を積極的にお願いする
〇米山奨学生との交流
〇米山功労者を称える

　ロータリー財団委員会と協力して、全会員の現在の寄付額を調査し、お願いしたい寄付
額を明示して11月開催の「財団・米山フォーラム」にて皆様方よりの寄付の理解と促進を
はかります。宜しくお願いします。

中長期検討委員会
委員長　長沢　一好 君　

　熊谷会長のテーマ「人と人とのつながりの中で互いに学び成長していこう」をしっかり
把握すると共に、願いである創立50周年後のクラブ全体のあり方を検討して、更なる発
展のための会員増強にも会員増強委員会の皆さんと協力して参ります。
　又、在籍歴長い先輩方には元気になるクラブ運営のご指導、ご教授をお願い致します。

１．山形ローターアクトクラブへの協力
２．山形南ロータリークラブの今後のビジョンを多くの会員の皆様からお聞かせ頂く機会

を作っていきます。

常任委員会及び小委員長発表


